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特定非営利活動法人 いずみ
☆いずみ作業所☆就労定着支援いずみ
横須賀市長井１－１８－５６
TEL＆FAX ０４６－８５６－７０７４

☆アトリエかもめ
横須賀市ハイランド４－５０－８
TEL&FAX ０４６－８４８－７０２３

２０２３年
今年も残すところ一か月をきりました。コロナウイルスが５類感染症移

行後からほぼコロナ禍以前の生活に戻り、会議や研修も対面形式となりま
した。人の往来が再開され、改めて色々な方々に支えられていることを認
識しています。
１か月ほど前になりますが横須賀市社会福祉協議会の団体部会で当法人

の紹介、活動報告を発表させていただく機会がありました。障害福祉サー
ビス分野のみならず、高齢者団体、児童、保育団体など異なる分野の方々
との交流がありとても勉強になりました。報告会の最後には来年度から新
しく開始される横須賀市地域福祉計画の骨子に対する意見交換なども行わ
れました。そこでは課題として人手不足をあげられる方々が多く、大変厳
しい実態が語られていました。
私は高校在学中に横須賀市社会福祉協議会が主催しておこなわれていた

「はまゆうキャンプ」という福祉体験に参加したことが福祉を志すきっか
けとなりました。人手不足を解消することにも繋がりますが、やはり次世
代の方々に「福祉」を知ってもらい体験する「きっかけつくり」が必要で
はないかと思っています。全国的に人手不足と後継者不足、支援者の高齢
化も大きな課題となっていると言われています。持続可能な体制を構築、
維持していくことも社会的に重要な事と思いますのでたくさんの方と交流
し、仲間つくりにも励んでいきたいと改めて思いました。
２０２３年も当法人はたくさんの方々に支えられて運営することができ

ました。利用者、ご家族、支援員、地域の方々、当法人に関わってくだ
さった全ての方々に感謝致します。２０２４年も多くの方が笑顔で過ごす
ことのできる１年になるよう皆で協力していきたいと思います。 新田統之

資源回収にご協力ありがとうございます。
アルミ缶も従来どおり回収します。

１１月度の回収量21,780.5kg、回収奨励金¥87,000   雨天の時は布類は引き取れません

雨天でも行います。ただし、台風、大風、積雪の時は中止します。
回収品は０９：００までに道端にお出しください。
種類ごとに別々の車で回収しています。あと出しは回収漏れとなります。

良く見えるように、門外にお出しください。

回収対象品の種類のお知らせとお願い

☆古紙類・新聞、雑誌、段ボール、紙パック、その他の紙に分類してください。

☆布 類・ぼろ布、古着、毛糸 雨天の時は衣類を出さないでください！！
良品は「バザー用」と大きく表示してください。

☆金 属・缶 従来通りアルミ缶を透明袋に入れてお出しください。

 ・鉄製品 自転車（タイヤを外す）、門扉、フェンス、側溝の蓋

 解体したスチール製の物置、ミシン、編み機
  (ポット、ジャー、レンジ、ストーブ、三輪車は対象外です)

(プラスチックの組み込まれた品物は対象外です)
     ・アルミ製品 鍋、釜、サッシュ、門扉など
     ・銅製品 銅パイプ、銅チューブ、銅板、水道の蛇口など
     ・電線 家庭用屋内配線（F1ケーブル）など

☆その他・こでん、希少金属含有物

連絡先：いずみ作業所：856-7074    アトリエかもめ：848-7023

(株)アサヒリソース TEL 847-1366 FAX 848-0366 

--------------------------------------------------------------------------------------

こでん（使用済小型家電）について

世界的な環境規制強化により廃プラスチックの処分が困難になりました。
したがって、従来回収対象としていたものを変更せざるを得なくなりました。

当面、こでん回収対象品は次のものに限らせていただきます。
DVDプレーヤー、携帯電話、スマホ、ハードディスク、基板

家電リサイクル対象物は出さないでください。
（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機。これらはリサイクル券が必要です）

１１月～１２月のいずみ作業所の畑だより
11月は夏日日数記録更新したかと思うと急に冷え込んだりと寒暖の差が激しかった

ですが、総じて良い天気で「いずみ作業所」の野菜の生育状況はすこぶる順調でした。
冷え込んできたので、さすがに、なす、キュウリ、インゲン、サツマイモは終了しま

した。また、例年ですと年末までかかる里芋が11月初めに早々と終了しました。
現在は、キャベツ、ブロッコリー、ネギが採れています。年内にはカリフラワーも加

わります。キャベツはまだ、苗を育てているので、来年6月まで続きます。
蚕豆、スナップエンドウ、分葱、レタスを植え、小さな芽が育ってきています。
年々温暖化が進行し、蝶々や蛾がいつまでも元気に飛び回っているのが悩みの種です。
雑草も次から次へと芽吹いてくるのですが「いずみ作業所畑班」 の皆さんが手作業

除草に大活躍して、殆ど目立つものはありません。 七條、植山、新田武志

回収日 １１月度 １２月度 １月度 ２月度

森崎地区 第２金曜日 4513.5kg 12月 8日 1月12日 2月 9日

ハイランド 第３土曜日 17267kg 12月16日 1月20日 2月17日
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〈１２月・１月の予定〉
・12/  8 資源回収 森崎地区 （AM９：００～）
・12/16 資源回収 ハイランド地区   （AM９：００～）
・  1/12 資源回収    森崎地区 （AM９：００～）
・  1/20 資源回収 ハイランド地区   （AM９：００～）

いずみ作業所 アトリエかもめ
（☆印は同一行事です）              （☆印は同一行事です）

・12/1 意見交換会
・12/5.15 バイタルチェック
・12/512.19.26 音楽教室
・12/6.20 パソコン
・12/8  森崎地区資源回収
・12/11 防災訓練
・12/13 横須賀市リズム教室
☆11/24 支援員ミーティング

・12/4.11.18.25 公園散歩
・12/7.21 こでん
・12/8.22 バイタルチェック
・12/14.28 プール
☆12/16 ハイランド地区資源回収
☆12/22 支援員ミーティング
・12/29 忘年会
☆12/30～1/3 冬期休暇

有難うございました
（特非いずみ）
・（株）アサヒリソース様

いずみ作業所
・櫻井様（小田原市）

アトリエかもめ
・作業ボラ様
・伊藤様（長沢）
・島崎様（大矢部）
・金子様（長沢）
・井上様（ハイランド）

バザー用品の方々
資源回収の際、その他、色々
とバザー用品を沢山頂きます。
お名前を記しませんがご協力

に感謝申し上げます。

賛助会員を募っています
　任意団体「いずみ会」を発展的に解散し、

平成26年4月1日付で特定非営利活動法人

いずみとして活動開始しました。

（特非）いずみは障害者の日常生活支援、

個々の能力に応じた働く場、一般市民との

交流の場を提供するとともに、一般市民に

対して障害者福祉に関する啓発活動を行い

障害者が地域の一員として暮らしてゆける

豊かな社会の実現に寄与することを目的と

しています。

この目的達成のため、障害福祉サービス

事業の指定を受け、生活介護事業所としての

「いずみ作業所」「アトリエかもめ」を開設し

ました。（「自主訓練会」は解散しました。）

地域の皆様との交流を深めるため従来より

資源回収のご協力をお願いしていますが、

賛助会員になって頂きたくお願い致します。

会費　　一口　1,000円（何口でも可）

会費は郵便振替又は作業所にお持ちください。

振替口座名義：特定非営利活動法人いずみ
口座番号：００２００－６－１０２２１３
従来の「いずみ会」の番号から変わりました。

HP　　「特非　いずみ」　検索
https://www.yokosuka-izumi.com/

◇アトリエかもめだより◇
恒例の健康診断も11月22日に無事に終わり今かもめで
はホッとひと息ついている所です。
これから年末に向けて風邪など引かないように頑張るの
みです。
地域の皆様のご協力によりアルミ缶も今の所、沢山スト
ックされ毎日缶潰しに、又、こでんの選別にと作業の方
も充実されていますので、この状況では風邪など引いて
いる場合ではないですね。嬉しい悲鳴です。
かもめの皆さんにとって今年も１年健康で無事に終われ
ますようにと祈るばかりです。

アトリエかもめ支援員記

いずみ作業所記Part215

～障害者福祉計画Zoom説明会～
11/22（水）、障害者福祉計画のパブリックコメントに伴い、障害当事者への説

明会がZoomを通して行われました。

ちょうどその日は、法人全体の健康診断の日。朝から採尿や提出物のチェック
などで大忙しです。普段の流れと違うことがたくさんあって、健康診断に落ち着
いて参加できなくなっては大変との思いや、
2時間も説明を聞いて飽きないのか、ちょっと難しいかもと不安もあり、参加に

ついて悩みました。

しかし、利用者の方々の為の計画なのですから、ご本人が参加する機会を大切
にしたい！！できる範囲でやってみようと、作業所内にあるパソコンをフル活用
して（中にはTV画面にも映し出して）９台設置し、その日の出席者26名全員が各
々のペースで視聴しました。

傍に支援員が座り、市役所の方の説明に作業所の身近な事例も織り交ぜながら
利用者の方々に自分に関わることだと思ってもらえるよう工夫しました。
予想以上に皆さん真剣に参加され、自分の体験談を話し始めたり、2時間じっく

り参加した方も多数いたりと、とても充実した時間となりました。

今回発言された当事者たちの思いが形となって実りますよう期待を込めて、私
たち支援員もその思いにご協力できるよう、日々頑張りたいと思います。

                                                                  いずみ作業所支援員記 
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